










































































































マ
ヲ
ス
系
官
一
命
の
文
章
構
造

四
は
山
陵
へ
の
宣
命
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
使
い
分
け
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
。

二
、
マ
ヲ
ス
系
宣
命
は
、
天
皇
か
ら
の
命
令
と
い
う
形
で
の
み
宣
命
使
の

立
場
は
記
さ
れ
、
原
則
と
し
て
宣
命
使
の
主
体
的
な
立
場
は
宣
命
の
文

章
上
に
現
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
例
外
的
に
宣
命
使
の
、
玉
体
的
な
立

場
か
ら
の
「
申
す
L

が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
続
紀

・
第
一

O
詔
と
三

代
・
第
一
八
二
詔
の
み
で
あ
る
。

マ
ヲ
ス
系
宣
命
は
、
研
究
の
盛
ん
で
あ
る
続
日
本
紀
宣
命
に
用
例
が
少
な

く
、
回
目
頭
表
現
の
使
い
分
け
等
に
つ
い
て
令
の
規
定
も
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
そ
の
文
章
構
造
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
章
構
造
や
冒
頭
表
現
の
使
い
分
け
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
う
。

マ
ヲ
ス
系
宣
命
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
ノ
リ
タ
マ
フ
系
宣
命
と
比
較
す

る
と
、
天
皇
が
諸
陵

・
諸
社
に
宣
命
使
を
派
遣
し
て
奏
上
し
た
り
、
天
皇
か

ら
宣
命
使
へ
の
命
令
が
冒
頭
表
現
に
記
さ
れ
る
な
ど
異
な
る
点
も
多
い
。
し

か
し
、
天
皇
の
大
命
を
宣
命
使
が
代
読
す
る
点
は
同
じ
で
あ
り
、
冒
頭
表
現

が
天
皇
の
大
命
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
や
、
宣
命
の
文
章
上
に
原

則
と
し
て
は
宣
命
使
の
主
体
的
な
立
場
が
現
れ
な
い
点
は
、
ノ
リ
タ
マ
フ
系

宣
命
と
共
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
O 

、王(
1
)
白
藤
雄
幸
氏
「
平
安
初
期
宣
命
の
国
語
史
上
の
て
こ
の
問
題
」
(
『築
島

裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
昭
六
て
明
治
書
院
)

(
2
)

「
商
業
L

第
一
六
三
号
、
平
九

・
九

(
3
)

実
際
の
用
例
で
は
、
オ
ホ
ミ
コ
ト
に
は
「
御
命
」
寸
大
命
L

J
宮
田
」
等
、

マ
ヲ
ス
に
は
「
申
L

寸
奏
」
「
白
」
等
様
々
な
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
表
記
の

差
異
は
捨
象
し
て
、
ど
う
訓
む
か
で
分
類
し
て
い
る
。

(
4
)
前
稿
で
挙
げ
た
表
と
比
べ
る
と
、
マ
ヲ
ス
系
宣
命
の
冒
頭
表
現
を
結
び
の

形
式
に
よ
っ
て
イ

1
ハ
に
分
け
た
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前

稿
の
表
で

w-
8
に
分
類
し
て
い
た
一
例
(
三
代
・
第

一
八
二
詔
)
は
四
イ
・

7
に
、
沼

-
7
に
分
類
し
て
い
た
一
例
(
続
紀
・
第
一

O
詔
)
は
沼

・
8
に
分

類
し
直
し
た
。

(5)

末
尾
表
現
7
の
一
一
一
例
の
う
ち
、
冒
頭
表
現
が
W
イ
の
一
例
が

マ
ヲ
ス
系

宣
命
の
例
で
あ
り
、
残
り
の
冒
頭
表
現
が
氏

-
X
の
例
は
僧
綱
宣
の
例
で
あ

る。

(
6
)

「
五
回
史
L

の
宣
命
数
は
研
究
者
に
よ
り
数
え
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

小
稿
で
は
前
稿
と
同
様
、
馬
場
治
氏

『
五
国
史
所
載
宣
命
の
国
語
史
的
研

究
』
(「

Eom」
一
て
平
五

・
二
)
に
従
い
、
冒
頭
部
分
な
い
し
末
尾
部
分
に

欠
文
の
あ
る
も
の
と
訴
の
例
を
除
い
た
こ
二
五
詔
を
対
象
と
し
た
。

(7)

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
祝
詞
の
場
合
で
も
、
末

尾
表
現
の
結
び
が
「
申
給
は
く
と
申
」
と
な
っ
て
い
て
も
、
回
目
頭
表
現
の
結



ぴ
は
「
申
く
」
「
申
給
は
く
」
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
「
申
給
は
く
と
申
」
の

例
は
な
い
。

(
8
)

金
子
武
雄
氏

『続
日
本
紀
宣
命
議
』
(
昭
一
六
、
白
帝
社
(
平
元
、
高
科
書

庖
よ
り
復
刊
)
)
、
大
久
保
一
男
氏
「
続
日
本
紀
宣
命
の
客
体
敬
語
」
(
「
国
学

院
雑
誌
」
八
一
一
一

l
五
、
昭
五
七
・
五
)
、
森
山
由
紀
子
氏
「
「
申
し
給
ふ
」
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
「
公
的
奏
上
」
と
そ
の
背
景

l
」
(
「
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
」
第
七
号
、
平
七
・
一

O
)
、
『続
日
本
紀
2
』
(
昭
六
三
、

平
凡
社
、
口
語
訳
担
当
西
宮
秀
紀
氏
)
、
字
治
谷
孟
氏

『続
日
本
紀
(
中
)
』

(
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
四
)

(
9
)

本
居
室
長

『続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
(
『本
居
室
長
全
集
第
七
巻
』
昭
四
六
、

筑
摩
書
庖
)
、
有
坂
秀
世
氏

『国
語
音
韻
史
の
研
究
噌
補
新
版
』
(
昭
三
二
、

三
省
堂
)
、
金
子
武
雄
氏
注
8
著
書
、
三
宅
清
氏

『祝
詞
宣
命
研
究
』
(
昭
五

O
)
、
桑
田
明
氏
「
「
申
し
た
ま
ふ
」
私
見
L

(

「
未
定
稿
」
九
号
、
東
京
教
育

大
学
文
学
部
未
定
稿
の
会
)
、
大
久
保
一
男
氏
注
8
論
文
、
森
山
由
紀
子
氏

注
8
論
文
、
(
こ
と
に
挙
げ
た
論
文
の
中
に
は
、
続
紀
・第
一
一
一
詔
を
対
象
と

し
た
も
の
だ
げ
で
な
く
、
「
申
賜
へ
と
申
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
考
察
し

た
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
注
8
で
挙
げ
た
平
凡
社

『続
日
本
紀
2
』
と

講
談
社
学
術
文
庫

『続
日
本
紀
(
中
)
』
で
は
「
申
賜
へ
L

が
命
令
形
に
訳
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
構
造
で
あ
る
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

こ
で
は
挙
げ
て
い
な
い
。
)

本
居
宣
長
は
「
奏
賜
部
止
奏
久
」
の
「
部
L

に
つ
い
て
、
「
ふ
な
れ
ば
、

10 

マ
ヲ
ス
系
宣
命
の
文
章
構
造

奏
賜
は
天
皇
の
申
給
ふ
に
て
、
下
の
奏
久
は
停
ふ
る
人
の
申
さ
く
な
る
を
、

部
を
へ
と
す
る
時
は
、
奏
賜
は
、
申
給
へ
と
、
停
ふ
る
人
に
詔
ふ
御
言
と
な

り
て
、
下
の
奏
久
が
、
天
皇
の
申
給
ふ
に
な
る
也
、
さ
て
は
事
た
が
へ
り
L

と
述
べ
、
「
部
」
を
「
ふ
」
と
訓
ん
で
い
る
が
、
「
部
」
の
仮
名
は
「
へ
」
と

訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
後
者
の
解
釈
を
採
用
し
た
。

(日
)
三
宅
清
氏
は
ヨ
申
賜
へ
と
申
」
は
も
し
、
天
皇
が
山
陵
に
至
り
、
か
っ

自
ら
御
命
を
宣
ふ
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
「
申
賜
は
く
と
申
さ
く
」

と
言
ふ
言
葉
が
用
ゐ
ら
れ
た
筈
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
使
者
を
や
っ
て
山
陵

に
申
さ
せ
る
詞
で
あ
る
か
ら
、
「
申
し
た
ま
へ
と
へ
即
ち
山
陵
に
封
し
て
、

そ
の
「
ま
を
し
た
ま
ひ
」
を
申
し
行
へ
よ
と
て
申
す
、
と
言
ふ
事
を
、
必
ず

初
に
記
し
て
あ
る
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
桑
田
明
氏
は
寸
「
申
さ
く
L

「
申
賜
は
く
」
寸
と
申
す
L

は
実
質
上
の
主
体

で
あ
る
天
皇
の
御
動
作
と
、
事
実
上
の
主
体
で
あ
る
勅
使
の
動
作
と
を
同
位

不
可
分
と
し
て
あ
ら
わ
し
た
も
の
L

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
れ
ら
の
議
論
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
森
山
由
紀
子
氏
注
8
論
文
に
詳
し

(
U
)

白
石
光
邦
氏
『
祝
詞
の
研
究
』
寸
第
十
章
式
祝
詞
の
制
作
年
代
」
(
復
刻

版
、
昭
六
二
、
名
著
普
及
会
)

(
日
)
僧
綱
宣
の
中
に
一
例
「
天
皇
大
命
匁
坐
」
で
冒
頭
表
現
の
始
ま
る
宣
命

(
三
代

・
第
一
五
七
詔

・
貞
観
七
年
九
月
五
日
条
)
が
あ
る
。
こ
の
宣
命
は
、

太
政
大
臣
藤
原
良
房
の
病
を
癒
し
た
功
績
と
い
う
特
殊
な
事
情
で
薬
師
寺
僧

五



マ
ア
ス
系
宣
命
の
文
章
構
造

萱
演
を
権
僧
正
に
任
ず
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
他
の
僧
綱
宣
と
は
異
な
る
田
目

頭
表
現
を
採
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

(
凶
)
「
衆
関
食
へ
L

の
「
た
ま
へ
」
は
下
二
段
の
補
助
動
詞
で
「
へ
」
は
乙
類

で
あ
る
の
に
対
し
、
寸
申
賜
へ
」
の
「
た
ま
へ
L

は
四
段
の
補
助
動
詞
で

「へ
L

は
甲
類
で
あ
り
、
続
日
本
紀
宣
命
の
段
階
で
は
甲
乙
の
別
が
守
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
マ
ア
ス
系
宣
命
の
増
え
る
平
安
初
期
の
宣
命
で
は
す
で
に

甲
乙
の
別
は
失
わ
れ
て
お
り
、
両
者
の
違
い
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
口
)

『延
喜
式
』
巻
十
一
太
政
官
に
は
「
凡
任
僧
綱
者
。
弁
官
預
仰
式
部
治
部

等
省
。
其
日
遺
勅
使
参
議

〈
賜
宣
命
文
v

及
少
納
言
弁
式
部
輔
治
部
輸
玄
蕃

頭
等
各
一
人
。
共
向
僧
綱
所

〈僧
綱
所
預
設
座
〉
。
勅
使
以
宣
命
文
授
少
納

言
。
少
納
言
受
而
就
座
。
宣
制
詑
勅
使
以
下
還
勝
。
(
後
略
)
」
と
記
さ
れ
て

五

い
る
。

-
宣
命
の
引
用
は
、
続
日
本
紀
宣
命
は
北
川
和
秀
氏
『
続
日
本
紀
宣
命
校

本
総
索
引
』
(
昭
五
七
、
吉
川
弘
文
館
)
に
よ
り
、
「
四
国
史
」
宣
命
は

『縮

図
史
大
系
』
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
宣
命
を
引
用
す
る
際
に
は
、
国
史
の
略
称

(
続
紀

・
後
紀

・
続
後

・
文
徳

・
三
代
)
、
馬
場
治
氏
が
注
6
論
文
で
付
さ
れ

た
詔
番
号
、
宣
命
宣
布
の
日
付
の
順
で
、
当
該
の
宣
命
の
所
在
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
祝
詞
の
引
用
は
、
青
木
紀
元
氏
編
『
祝
詞
』
(
昭
五

O
、
桜
楓
社
)

に
よ
っ
た
。

(
い
け
だ

ゆ
き
え

・
長
崎
大
学
講
師
)



高
岡
町
紘
一
唯
一
以
一
緒
寓
葉
集
巻
十
断
簡
に

つ
い
て

平
成
五
年
十
一
月
、
制
高
間
市
民
文
化
振
興
事
業
団
の
副
理
事
長
(
当
時
)

で
あ
っ
た
楠
顕
秀
氏
よ
り
、
架
蔵
の
『
伊
勢
物
語
』
写
本
が
高
岡
市
万
葉
歴

史
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
に
、
楠
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
寄
贈
理
由
は
、

封
入
さ
れ
て
い
た
紙
片
に

『寓
葉
集
』
の
一
部
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
主
任
研
究
員
(
当
時
)
で
あ
っ
た
加
藤
清
氏
と
と
も
に
少

し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
非
仙
覚
系
統
の
本
文
と
考
え
ら
れ
る
巻
十
秋
相
聞

官
頭
部
分
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
破
損
は
な
は
だ
し

く
、
幾
度
か
当
館
に
て
展
示
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

平
成
十
一
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
高
岡
市
に
お
い
て

上
代
文
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
館
蔵
品
の
特
別
展
示
を
お

こ
な
い
、
こ
の

『伊
勢
物
語
』
も
久
し
ぶ
り
に
公
開
し
た
。
そ
の
折
り
、
大

会
に
参
加
さ
れ
た
多
く
の
先
生
方
か
ら
こ
の
断
簡
の
紹
介
を
促
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
微
力
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
調
査
し
直
し
、
判
明
し
た
部
分
だ
け
で
は

あ
る
が
と
こ
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
断
簡
の
学
的
価
値
な
ど
は
後
日
を
期

す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

品
開
肘
臨
時
誠
一
川
崎
高
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

新

谷

夫

秀

伝
飛
鳥
井
雅
親
筆

『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て

寄
贈
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
は
、
黒
漆
塗
の
木
箱
に
収
め
ら
れ
た

一
冊
本
で
あ
る
。
縦
横
い
ず
れ
も
十
六

・
三
糎
の
析
形
本
(
六
半
本
)
で
、
表

紙
は
緑
色
の
濁
江
錦
(
後
述
)
と
な
っ
て
い
る
。
題
筆
は
な
く
、
収
め
ら
れ
た

木
箱
は
こ
の
写
本
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
も
ま
っ

た
く
箱
書
き
は
な
い
。
こ
の
木
箱
に
同
封
さ
れ
て
い
た
も
の
の
な
か
に

『寓

葉
集
』
を
書
写
し
た
紙
片
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
ほ
か
に
極
札
、
錦
の
断
片
と

そ
れ
を
包
む
美
濃
紙
(
伝
来
に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
、
後
述
)
が
添
付

さ
れ
て
い
た
。

写
さ料
れ紙
ては
い鳥
るの
『 子
伊紙
勢と
物考
町>

日百 え
』 ら

それ
の
も列
の帖
の装
町(

喜警
か zr
らむ
、と

藤な
原つ
定て
家い
カ5 る
天
福書

二
年
(
一
二
三
四
年
)
正
月
に
書
写
し
た
、
い
わ
ゆ
る
天
福
本
系
統
の
写
本
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
書
写
し
た
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
は
ま
っ
た
く
認

め
ら
れ
な
い
。
添
付
さ
れ
て
い
た
極
札
(
縦
十
五
・九
糎
、
横
二
・四
糎
)
は
古
筆

五



品
一
耕
一
師
時
点
週
明
寓
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

了
音
の
も
の
で
、
表
に

飛
鳥
井
大
納
言
雅
親
卿

法
名
栄
雅

伊
勢
物
語

閤
凶
(
角
印
)

理
一
八
車
内
l
ぺ

JZ家
来
一
向
一

-
司
、

4

J

h
常
事
均
部
町
山
間
一

一袋一にはむ
か
し
お
と
乙
六
半
本

閉
国
(
楕
円
印
)

壬
辰
九

し、

下
ナ
h 

d 

と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
勘
物
を
書
写
す
る
に
お
い
て
漢
詩
文

な
ど
を
あ
え
て
欠
落
さ
せ
た
形
跡
が
あ
り
、
あ
ま
り
状
態
の
よ
い
書
写
本
と

は
思
わ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
極
札
が
作
成
さ
れ
た
壬
辰
年
、
つ
ま
り
了
音

の
生
存
年
代
か
ら
正
徳
二
年
二
七
一
二
年
)
ま
で
に
、
何
某
か
が
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
の
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
嫁
入
本
の
一
種
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
四

伝
来
を
推
定
さ
せ
る
添
付
文
書
類

こ
の
写
本
が
い
か
な
る
経
路
を
た
ど
っ
て
楠
家
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
に
つ

い
て
は
明
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
楠
家
は
代
々
、
現
在
の
高
岡
市
風
呂

屋
町
に
あ
る
専
称
寺
の
住
職
を
務
め
て
き
た
家
柄
で
あ
る
。
寄
贈
者
で
あ
り

現
住
職
で
あ
る
顕
秀
氏
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
の
高
岡
大
火
に
よ
っ
て

寺
そ
の
も
の
が
灰
燈
に
帰
し
た
た
め
に
、
伝
来
を
証
明
で
き
る
も
の
は
ま
っ

た
く
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
顕
秀
氏
か
ら
は
専
称

寺
と
加
賀
前
田
家
と
は
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
と
も
承
っ
た
。

」道

I I 

右
に
記
し
た
系
図
に
あ
る
、
顕
秀
氏
の
三
代
前
の
顕
道
氏
の
妻
は
前
田
家

の
家
老
で
あ
っ
た
品
川
家
か
ら
嫁
入
り
し
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
富
山
県
射

水
郡
大
島
町
に
あ
る
妙
万
寺
の
住
職
伏
間
俊
鶴
氏
の
祖
母
の
葬
儀
の
折
り
に

顕
秀
氏
が
見
た
遺
品
の
な
か
に
前
田
家
の
家
紋
の
入
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
と
く
に
故
人
が
大
事
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
、
現
在
も
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
女
性
は
、
顕
道
氏
の
妻
が
こ
と
さ
ら
大
事
に
し
て
い
た
娘
で
あ



っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の

『伊
勢
物
語
』
の
写
本
も
品
川
家
か
ら
嫁
入
り
し
た
時

に
持
参
し
て
き
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
楠
家
の
所
有
物
の
な
か
で
も
と

く
に
重
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
か
、
取
り
立
て
て
別
の

場
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
に
高
岡
大
火
の
擢
災
を
免
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
写
本
が
加
賀
前
田
家
の
家
老
品
川
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と

は
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
も
、
添
付
さ
れ

た
錦
の
断
片
と
そ
れ
を
包
む
美
濃
紙
か
ら
判
明
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
紹
介

す
る
。添
付
さ
れ
て
い
た
錦
は
十
二
・
八
糎
×
八

・
五
糎
の
も
の
で
、

雲
や
鱗
と

思
わ
れ
る
文
様
が
あ
る
濃
茶
の
断
片
で
あ
る
。
そ
れ
を
美
濃
紙
を
二
つ
折
り

し
て
奉
書
風
に
包
ん
で
い
る
。
伝
来
を
伝
え
る
文
書
は
、
こ
の
美
濃
紙
の
内

側
と
な
る
部
分
と
、
そ
の
折
目
の
表
と
な
る
部
分
に
あ
る
。
癖
の
あ
る
字
の

た
め
に
い
ま
だ
判
読
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
判
読
の
便
を
考
え
て
濁
点
や
句
点
を
付
し
て
お
く
。

ア

・
折
目
の
表
部
分
A

き
く
ち
い
づ
の
か
み
さ
ま
上
郎
ゑ
ん
し
ゅ
う
い
ん
さ
ま

に
お
も
ら
い
候

品開蜘一師即
時
誠
川
端
寓
葉
集
巻
十
断
簡
に

つ
い
て

し
よ
つ
こ
う
の

に
し
き

イ
・
折
目
の
表
部
分
B

(
意
味
不
明
)

此
行
に
よ
り

も
ん
も
あ
り

ウ

・
内
側
部
分

と
く
に
点
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
意
味
不
明
)

口
上

し
よ

つ
こ
う
の
に
し
き
こ
れ
に
て
御
座
候
。
き
く
ち

い
づ
の
か
み
さ
ま
は
あ
を
の
し
ろ
ぬ
し
に
て
御
座
候
。

わ
れ
ら
の
ひ
い
ぢ
い
さ
ま
に
て
候
。
此
っ
か
い
な
さ
れ
と

一な
こ
り
さ
い
や
き
て
一
た
へ
久
は
な
り
申
候
と
申
候
事
候。

た
か
ら
に
成
申
候
。
人
ほ
し
が
り
申
も
の
に
御
座
候
。

大
事
に
か
け
本
意
存
じ
候
。

ζ

ん
の
一
き
ん
ち
ゃ
く
一
に
し
き
は

た
か
な
か
様
の
御
こ
し
に
お
つ
け
な
さ
れ
候
。

こ
れ
は
ほ
か
め
に
五
色
也
。
一
な
こ
り
さ
い
一
な
り
申
候

と
也
候
へ
ば
大
事
に
か
け
久
た
か
ら
も
の
に
な
り
申
候
。

五
五



品開閉伽翻吋誠一胤一明
室
内
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら

①
菊
池
伊
豆
守
の
上
臆
「
え
ん
し
ゅ
う
い
ん
」
な
る
人
物
(
未
詳
)
に
、

「
し
よ
つ
こ
う
の
に
し
き
」
を
も
ら
っ
た
。

②
阿
尾
城
主
で
あ
っ
た
菊
池
伊
豆
守
は
、
文
書
執
筆
者
の
「
ひ
い
ぢ
い

さ
ま
」
で
あ
る
。

③
「
こ
ん
の
き
ん
ち
ゃ
く
に
し
き
」
は
、
「
た
か
な
か
様
L
(

未
詳
)
と
呼

ば
れ
て
い
る
人
物
の
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
包
ま
れ
て
い
た
錦
に
か
す
か
に
紺
青
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
断
片
が
③
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
こ
ん
の
き
ん
ち
ゃ
く

に
し
き
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
ァ
・
ウ
の
ふ
た
つ
の
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
菊
池
伊
豆
守
な
る
人
物

に
か
か
わ
る
「
し
よ
つ
こ
う
の
に
し
き
」
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
写
本
の
現
表

紙
と
な
っ
て
い
る
錦
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
写
本
の
表

装
が
あ
る
時
点
で
萄
江
錦
に
改
め
ら
れ
た
、
も
し
く
は
萄
江
錦
を
使
っ
て
列

帖
装
の
本
を
作
ら
せ
た
も
の
に
『
伊
勢
物
語
』
を
書
写
し
た
、
と
い
う
ふ
た

つ
の
推
定
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

改
装
さ
れ
た
と
考
え
る
根
拠
に
は
、
添
付
さ
れ
た
禽
葉
集
断
簡
の
サ
イ
ズ

が
こ
の
写
本
に
近
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
写
本
は
縦
横
い
ず
れ
も
十
六

・

三
糎
で
あ
り
、
断
簡
は
縦
横
い
ず
れ
も
十
四

・
七
糎
な
の
で
、
元
表
紙
の
内

張
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

五
六

伝
来
を
語
る
こ
れ
ら
の
文
書
が
こ
の
写
本
の
伝
来
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ

て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
一
瞥
し
て
も
断
簡
と
写
本
の
料
紙
に
は
年
代
の

隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
拝
領
し
た
濁
江
錦
を
使
っ
て
列
帖

装
の
本
を
作
ら
せ
た
と
す
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
い

ず
れ
が
妥
当
か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
判
断
し
か
ね
て
い
る
。
い
ず
れ

『伊
勢
物
語
』
の
正
し
い
書
写
年
代
を
確
定
さ
せ
る
調
査
を
お
こ
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
菊
池
伊
豆
守
は
、
戦
国
武
将
で
現
在
の
氷
見
市
に
あ
っ
た
阿

尾
城
主
で
あ
っ
た
菊
池
武
勝
二
五
三
七
年
1
一六
O
六
年
)
な
る
人
物
で
あ
る
。

長
男
十
六
郎
が
病
死
し
た
た
め
、
孫
の
大
学
を
前
田
家
に
仕
官
さ
せ
て
阿
尾

城
を
前
田
利
家
に
譲
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
折
り
に
利
家
か
ら
後
見
を

命
じ
ら
れ
た
が
、
す
で
に
入
道
の
身
で
あ
る
た
め
位
事
に
あ
た
る
を
好
ま
ず

と
し
て
京
都
紫
野
に
縫
居
し
た
よ
う
だ
。

乙
の
写
本
の
書
写
年
代
が
確
定
し
な
い
現
在
と
し
て
は
、
極
札
に
記
さ
れ

た
正
徳
二
年
(
一
七
一
二
年
)
ま
で
に
何
某
か
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
初
期
に
前
田
家
と
関
わ
り
の
あ
る
菊
池
家
に
伝
来
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
点
の
み
判
明
し
て
い
る
。
こ
の

『伊
勢
物
語
』
写
本
に
何
故

高
葉
集
断
簡
が
封
入
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
判
断
材
料

が
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
本
文
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
特
徴
を
有

し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
。



高
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

本
断
簡
は
、
縦
横
い
ず
れ
も
十
四
・
七
糎
に
切
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
痕
跡

が
あ
る
。
写
真
版
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
歌
本
文
の
上
部

が
や
や
詰
ま
っ
た
感
の
あ
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
八
行

自
の
歌
(
具
体
的
に
は
二
二
四
四
番
歌
)
が
他
の
行
に
く
ら
べ
て
文
字
数
が
多
く

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
に
、
下
二
文
字
分
程
度
切
り
取
ら
れ
て
い
る
痕
跡
が

あ
る
こ
と
も
理
由
で
あ
る
。

い
つ
な
さ
れ
た
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
現
在
は
裏
打
ち
さ
れ
た
形
で
伝
来

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
断
簡
に
は
巻
十
秋
相
聞
の
田
目
頭
部
分
二
二
三
九

番
歌
の
本
文
か
ら
二
二
四
五
番
歌
の
本
文
ま
で
、
都
合
九
行
が
書
写
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
最
後
の
行
は
ま
っ
た
く
欠
損
し
て
い
て
冒
頭
に
墨
跡
が
ほ

ん
の
か
す
か
に
-認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
正
し
く
は
二
二
四
四
番
歌
ま
で
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
の
部
分
に
お
い
て
も
欠
損
は
な

は
だ
し
く
、
判
読
不
可
能
な
部
分
も
多
い
。

本
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
非
仙
覚
系
の
本
文
の
特
徴

が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
文
の
み
の
書
写
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
訓
が

認
め
ら
れ
な
い
。
写
真
版
で
は
、
本
文
の
行
聞
に
消
去
し
た
よ
う
な
痕
跡
が

み
え
る
が
、
こ
れ
は
裏
打
ち
の
紙
を
張
り
付
け
た
時
の
糊
が
表
面
に
染
み
出

た
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
訓
が
書
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

品開制一抑制官四一川…明
商
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

以
下
、

一
行
ず
つ
紹
介
す
る
。

ま
ず
一
行
目
の
二
二
三
九
番
歌
。
冒
頭
の
二
文
字
は
欠
落
は
な
は
だ
し
く
、

一
字
目
が
か
す
か
に
「
金
L

字
と
判
断
で
き
る
状
況
で
あ
る
。
四

・
五
字
目
、

お
よ
び
下
二
字
は
墨
痕
が
摩
滅
し
て
い
る
た
め
判
読
不
明
。

さ
ら
に
、
九
字

目
が
「
公
」
も
し
く
は
「
会
L

に
近
い
よ
う
だ
が
、

金
口
舌
口
口
鳴
鳥
音
谷
間
口
口

と
判
読
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
「
音
」
と
寸
聞
L

の
あ
い
だ
に
「
谷
L

が
あ

る
の
は
、
『
校
本
寓
葉
集
』
に
よ
る
と
元
暦
校
本
・
類
緊
古
集
・
紀
州
本
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
今
紹
介
す
る
断
簡
が
非
仙
党
本
系
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

二
行
目
の
二
二
四

O
番
歌
。
乙
の
部
分
も
摩
滅
と
欠
落
の
た
め
判
読
不
明

の
部
分
が
多
い
が
、

口
口
口
莫
問
九
月
口
口
乍
口
口
吾

と
判
読
で
き
る
。
さ
ら
に
三
字
国
に
は
「
我
」
の
左
下
部
分
と
思
わ
れ
る
墨

痕
が
、
十
一
字
国
に
「
君
」
の
一
番
長
い
横
棒
と
思
わ
れ
る
墨
痕
が
か
す
か

に
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
九
字
目
が
次
点
本
な
ど
で
は
「
治
」
に
近
し
い
文

五
七



官哨側姉断臨一
E

簿一叩
吉
岡
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

字
だ
が
、
今
紹
介
す
る
断
簡
で
も
う
っ
す
ら
と
「
古
L

の
く
ず
し
と
思
わ
れ

る
墨
痕
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
行
自
の
一
一
一
一
四
一
番
歌
は
、
墨
痕
が
摩
滅
し
て
判
読
し
づ
ら
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、

秋
夜
霧
委
波
夙
口
口
見
妹
形
失

と
判
読
で
き
る
。
七
・
八
字
目
の
部
分
は
大
き
く
欠
落
し
て
い
る
が
、
八
字

国
が
「
夢
」
と
思
わ
れ
る
画
が
確
認
で
き
る
上
に
、
「
夙
」
字
と
「
夢
」
と

思
わ
れ
る
欠
落
部
分
と
の
聞
に
は
繰
り
返
し
を
示
す
文
字
と
思
わ
れ
る
墨
痕

も
、
摩
滅
は
し
て
い
る
が
確
認
可
能
で
あ
る
。

四
行
自
の
二
二
四
二
番
歌
は
、

秋
野
尾
花
未
生
燦
心
妹
依
鴨

と
判
読
で
き
る
。

五
行
目
の
二
二
四
三
番
歌
は

秋
山
霜
口
覆
木
葉
落
歳
雄
行
我
/
口
口

(/
は
切
り
揃
え
た
た
め
の
欠
損
を
あ
ら
わ
す
、
以
下
同
じ
)

五
J¥ 

と
判
読
で
き
る
。
四
字
目
に
あ
た
る
「
零
」
字
の
部
分
に
は
「
人
」
に
近
し

い
墨
痕
が
あ
る
が
、
「
零
」
と
判
読
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、
断

簡
が
切
り
揃
え
ら
れ
た
た
め
か
、
下
二
字
分
に
あ
た
る
部
分
が
な
い
。

六
行
自
の
左
注
部
分
は
、
本
文
に
対
し
て
三
字
下
げ
た
形
で
書
写
さ
れ
て

お
り
、

右
柿
本
朝
巨
人
麿
之
歌
口
口

と
判
読
で
き
る
。
そ
し
て
七
行
自
に
は
、

標
目
が
二
字
下
げ
で
書
写
さ
れ
て
い
て
、

つ
ぎ
か
ら
は
じ
ま
る
歌
群
の
分
類

寄
水
田

と
あ
る
。
八
行
自
の
二
二
四
四
番
歌
は

住
吉
口
口
口
口
忽
墾
口
口
乃
口
及
苅
不
口
/
口
口

と
や
っ
と
判
読
で
き
る
状
況
で
あ
る
。
五
行
目
同
様
に
下
二
字
文
に
あ
た
る

部
分
が
こ
の
断
簡
で
は
切
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
ま
た
八

字
国
に
あ
た
る
「
墾
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
下
部
分
が
摩
滅
し
て
い
る
た
め
、



正
確
に
「
墾
L

で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
定
不
能
で
あ
る
。

『校
本
室
内
葉
集
』

に
あ
る
京
都
大
学
本
の
緒
の
、
下
が
「
土
」
で
は
な
く
「
虫
」
と
な
る
文
字

の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

九
行
目
に
つ
い
て
は
、
欠
落
が
は
な
は
だ
し
く
、
ま
っ
た
く
判
読
不
可
能

で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
文
字
目
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
部
分
に
か
す
か
に
墨

痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
二
四
五
番
歌
が
書
写
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

以
上
簡
単
に
判
読
で
き
る
文
字
を
追
っ
て
み
た
。
摩
滅

・
欠
落
が
は
な
は

だ
し
い
た
め
確
証
は
ひ
と
つ
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
行
目

の
二

二
三
九
番
歌
の
本
文
か
ら
、
ヲ
」
の
断
簡
が
非
仙
覚
本
系
統
の
本
文
で
あ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

訓
が
ま
っ
た
く
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
含
め
て
、
ど
の
系
統
の
諸
本
の
書
写
で
あ
る
か
は
ま
っ

た
く
わ
か
ら
な
い
。

さ
い
ご
に

今
回
紹
介
し
た
当
館
所
蔵

『伊
勢
物
語
』
写
本
封
入
の

『寓
葉
集』

巻
十

品開…附臨時誠一川一宮
内
葉
集
巻
十
断
簡
に
つ
い
て

断
簡
は
、
秋
相
聞
冒
頭
部
分
を
書
写
し
た
非
仙
覚
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
古
写
本
の
多
く
が
訓
を
有
す
る

な
か
で
、
こ
の
断
簡
は
本
文
の
み
の
書
写
と
い
う
非
常
に
珍
し
い
も
の
と
い

え
る
。何
故
に
訓
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
推
測
も
可

能
で
あ
り
、
後
日
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
加
賀
前
田
家
は
、
桂
本
・
春
日

本
・
金
沢
本
な
ど
の

『寓
葉
集
』
古
写
本
の
収
集
に
寄
与
し
た
家
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
前
田
家
に
関
わ
る
高
岡
か
ら
、
あ
ら
た
に

『高
葉
集
』
の
断
簡

が
出
現
し
た
意
義
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
は
、

『首
同
葉
集
』
に
関
わ
る
文
献
の
収
集
・調
査
研
究

を
重
要
課
題
と
し
て
一
継
っ
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
に
収
集
な
ど
に
努
力
を
惜

し
ま
ず
、
調
査
研
究
し
た
成
果
を
発
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ご

指
導
・
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
平
成
十
一
年
十
月
十
五
日
稿
)

し
ん
た
に

ひ
で
お
・
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
研
究
員
)

五
九
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西
篠
勉
氏

『
古
事
記
の
文
字
法
』

本
書
は
、
古
事
記
研
究
に
精
力
的
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
西
傑
勉
氏
の
、

現
時
点
で
の
集
成
で
あ
る
。
全
十
二
章
は
、
一
九
八
七
年
の
論
考
の
章
か
ら
、

本
書
に
書
き
下
ろ
し
の
章
ま
で
、

十
年
余
の
時
間
の
中
で
書
き
継
が
れ
て
き

た
、
古
事
記
の
成
立
を
中
心
と
す
る
、
統

一
さ
れ
た
テ

1
マ
に
一
貫
す
る
。

名
づ
け
て
「
文
字
法
L

、
但
し
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る

m
n巳
E
5
の
訳
語

と
し
て
の
そ
れ
よ
り
は
狭
く
、
限
定
さ
れ
て
い
る
。
口
頭
言
語
、
つ
ま
り
時

間
の
中
で
流
動
す
る
言
語
を
非
線
条
的
な
コ

l
ド
に
固
定
す
る
と
い
う

エ
ク
リ
チ
ュ
l
ル

「
文
字
法
」
と
い
う
こ
と
を
、
と
り
わ
け
古
事
記
の
成
立
に
お

い
て
文
字
化

さ
れ
る
局
面
の
具
体
的
な
方
法
の
称
へ
と
限
定
す
る
。
成
立
に
関
す
る
称
で

あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
概
念
は
、
亀
井
孝
に
倣

っ
て
「
ヨ
ミ
L

と
記
さ

れ
る
口
頭
的
な
あ
り
方
と
文
字
で
童
自
記
さ
れ
た
古
事
記
と
を
仲
介
す
る
。

全
体
は
大
き
く
は
二
つ
に
分
か
た
れ
る
。
ま
ず
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で

西
係
勉
氏

『古
事
記
の
文
字
法
』

田

の
、
上
表
文
(
序
)
の
解
読
を
中
心
と
し
た
成
立
論
そ
れ
自
体
に
第
五
、
六
章

の
訓
注
論
が
付
属
し
て
、
か
つ
最
終
章
の
、
古
事
記
の
文
章
が
成
立
す
る
環

境
や
前
提
に
関
わ
る
論
述
が
加
わ
る
、
本
書
の
主
た
る
内
容
が
一
つ
で
あ
る
。

今
一
つ
は
、
そ
こ
に
も
展
開
さ
れ
る
文
字
法
を
、
助
字
の
用
法
の
実
際
に
即

し
て
、
文
法
と
関
わ
ら
せ
つ
つ
説
く
第
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
の
各
章
か

ら
成
る
、
主
部
に
対
し
て
は
副
部
と
言
え
る
よ
う
な
部
分
で
あ
る
。

そ
の
内
容
構
成
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
含
ま
れ
る
範
囲
は
、
分
野

と
し
て
広
汎
に
亙
る
。
一
つ
の
感
想
と
し
て
、
古
事
記
研
究
の
現
在
が
、
こ

の
よ
う
に
幾
つ
も
の
分
野
に
亙
る
知
識
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徽
密
な
分
析
を
必

要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
る
べ
き
進
歩
と
思
う
。
も
は
や
時
代
の

状
況
や
習
俗
に
還
す
こ
と
で
、
或
い
は
逆
に
時
代
の
状
況
か
ら
成
立
を
語
る

こ
と
で
能
事
足
れ
り
と
い
っ
た
趣
き
の
談
義
は
学
の
領
域
に
場
を
も
た
な
い

で
あ
ろ
う
。

本
書
に
つ
い
て
は
既
に
幾
つ
か
の
書
評
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
で
本
書
の

ム

ノ、



西
篠
勉
氏

『古
事
記
の
文
字
法
』

古
事
記
研
究
に
お
り
る
斬
新
さ
は
一
定
の
評
価
を
得
て
お
り
、
私
も
そ
れ
に

異
議
を
と
な
え
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
立
場
か
ら
は
、
右
に
二
つ
に
分
か

れ
る
と
し
た
、
そ
の
主
部
は
訓
詰
の
問
題
に
関
わ
り
、
ま
た
副
部
に
つ
い
て

は
構
文
論
の
問
題
に
関
わ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
を
述
べ
て
み
た

本
書
は
、
亀
井
孝
の
著
名
な
論
文
寸
古
事
記
は
よ
め
る
か
」
の
解
読
に

発
し
、
そ
こ
に
一
つ
の
立
場
を
築
く
。
分
か
ち
書
き
が
独
特
の
懐
疑
を
伝
え

る
亀
井
論
文
の
、
よ
む
と
い
う
課
題
の
背
後
に
著
者
が
読
み
取
る
の
は
、
そ

こ
に
古
事
記
成
章
一
回
過
程
が
、
具
体
的
な
次
元
で
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
解
釈
を
通
し
て
、
本
書
は
ま
ず
、
亀
井
論
文
に
導
か
れ
る
古

事
記
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
成
書
過
程
を
具
体
的
に
、
殆
ど
作
業
と
呼
ん
で
よ

い
ほ
ど
に
具
体
的
に
描
こ
う
と
す
る
。
文
字
法
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
現
場

を
領
導
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
言
わ
ば
倭
語
が
漢
字
で
書
き
表
さ
れ
る

そ
の
函
数
の
微
分
法
で
あ
る
。

訓
注
論
二
章
を
中
心
に
、
訓
注
部
分
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
。
施
注
者
に

本
文
の
述
作
者
と
は
別
の
書
き
手
を
考
え
る
と
こ
ろ
に
本
書
一
の
真
骨
頂
が
あ

る
。
当
然
安
蔦
侶
は
施
注
者
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
、
本
文
の
述
作
は
和
銅

年
聞
か
ら
ず
っ
と
遡
っ
て
天
武
朝
に
想
定
さ
れ
る
。
事
の
当
否
は
、
犬
飼
隆

ノ、

氏
が
評
さ
れ
る
(
『国
語
と
国
文
学
』
平
成
十
一
年
二
月
号
)
よ
う
に
、
出
土
す

る
木
簡
類
の
書
記
法
が
そ
れ
を
支
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
ろ
う
。
勿
論
私
に

今
、
そ
れ
を
判
断
す
る
用
意
は
な
い
。
た

r
、
右
の
よ
う
に
立
論
す
る
過
程

に
や
〉
違
和
感
が
あ
る
。
先
行
説
を
広
く
見
渡
し
た
上
で
、
諸
説
の
多
く
を

「
安
寓
侶
書
き
下
し
説
」
と
括
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
括
り
方
が
組
い
よ

う
に
思
う
。
原
資
料
の
中
で
書
記
法
の
整
合
を
画
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
つ
い
て
ま
で
「
書
き
下
し
」
と
い
う
言
い
方
が
及
ぶ
と
い
う
の
に
は
抵
抗

も
あ
ろ
う
。
細
部
の
検
討
は
丁
寧
に
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
妥
当
な
解
を
得
ょ

う
と
い
う
態
度
の
見
ら
れ
る
一
方
で
の
こ
の
大
ま
か
な
括
り
方
を
要
請
し
て

い
る
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
一
方
に
対
時
す
る
「
安
蔦
侶
施
注
者
説
」
と
で
も

称
す
べ
き
著
者
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
安
禽
侶
が
本
文
も
訓
注
も
書
い
た
の
だ

と
し
た
ら
と
い
う
想
定
の
中
で
、
訓
注
と
い
う
別
の
よ
み
方
を
防
ぐ
た
め
の

仕
組
み
の
あ
る
こ
と
を
矛
盾
と
見
る
と
こ
ろ
に
発
想
は
あ
る
。
施
注
者
は
、

そ
こ
で
一
つ
の
ず
れ
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
小
竹
葉
」
に
つ

い
て
の
訓
注
で
「
訓
ニ
小
竹
-
云
ニ
佐
々
こ
と
あ
る
の
は
、
シ
ノ
の
訓
み
を
排

除
す
る
た
め
と
い
う
。
タ
ケ
、
シ
ノ
、
サ
サ
の
区
別
は
声
の
こ
と
ば
(
和
語
)

の
次
元
で
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
文
字
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

混
同
が
起
こ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
は
神
楽
の
起
源
を
な
す
場
面
で
あ
る
か

ら
採
物
と
し
て
は
サ
サ
に
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
諦
習
の
ヨ
ミ
に

基
づ
い
て
施
注
者
は
、
自
ら
の
ヨ
ミ
で
あ
る
シ
ノ
を
排
除
す
る
。
施
注
者
は



文
字
化
さ
れ
た
古
事
記
に
対
し
て
ま
ず
自
己
の
読
み
を
も
ち
、
そ
れ
を
諦
習

の
ヨ
ミ
に
よ
っ
て
正
し
つ
つ
撰
録
す
る
。
こ
の
説
の
中
で
施
注
者
は
重
要
で

あ
る
。
彼
こ
そ
は
、
記
定
本
と
稗
田
阿
礼
の
ヨ
ミ
に
対
す
る
最
初
の
解
釈
者

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
記
定
本
と
阿
礼
の
ヨ
ミ
だ
け
で
は
、
未
だ
古
事
記

と
い
う
テ
ク
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
(
阿
礼
の
営
為
に
つ
い
て
は
後
述
)
。
本
書
の

示
す
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
解
釈
者
は
「
撰
録
L

即
ち
「
帝
紀
系
と
旧
辞
系
に

分
離
し
て
い
る
文
献
の
体
裁
を
、

二
疋
の
方
針
に
よ
っ
て
配
列
統
合
し
、
両

系
を
新
た
に
ひ
と
つ
の
書
物
に
組
織
し
直
す
作
業
L
(

第
三
章
)
を
行
っ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
本
書
の
立
場
を

寸
安
高
侶
施
注
者
説
L

と
呼
ぶ
の
は
不
十

分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
撰
録
」
と
い
う
こ
と
を
右
の
よ
う
に
解
し
た
に

し
て
も
、
そ
の
営
為
は
本
文
に
深
く
関
与
す
る
の
で
あ
り
、
安
高
侶
注

『古

事
記
』
が
存
す
る
(
李
善
注

『文
選
』
の
よ
う
に
し
て
)
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

関
与
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、
本
書
の
立
場
は
「
安
寓
侶
書
き
下
し
説
」
に
括

ら
れ
て
い
る
幾
つ
か
と
近
接
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
あ
た
り
、
安
蔦
侶
の

営
為
に
つ
い
て
の
論
述
は
更
に
進
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

寸
文
字
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
古
事
記
を
、
そ
れ
が
ま
さ
に
書
か
れ
つ
つ
あ
る

現
場
か
ら
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
L
(

第
一
章
)
が
本
書
に
構
想
さ
れ
る
古
事

記
研
究
の
本
髄
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
何
よ
り
、
最
初
の
解
釈
者
と
し
て
の

撰
録
・
施
注
者
安
高
侶
の
立
場
と
営
為
に
自
己
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
古
事
記
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
意
味
は
、
そ
こ
に
こ
そ
成
立
し
て
い
た
筈
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で
あ
る
。

以
上
の
所
説
の
根
抵
に
あ
る
の
が
、
上
表
文
(
序
)
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
れ

を
少
し
細
か
く
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
「
所
費
」
の
義
で
あ
る
。
天
武
天
皇
の
詔
の
一
節
、
「
諸
家
之
所
ν
賢

帝
紀
及
本
辞
既
違
ニ
正
実
-
多
加
ニ
虚
偽
日
」
の
中
の
「
所
費
」
は
、
帝
紀
や
本

辞
(
旧
辞
)
が
『
古
事
記
』
以
前
に
ど
の
よ
う
に
存
在
し
た
か
を
示
す
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
山
田
孝
雄
は
、
こ
の
部
分
を
モ
タ

オ
タ
ル

ル
と
訓
ん
で
、
「
〔
費
〕
は
俗
字
で
正
し
く
は
資
で
あ
る
。
説
文
に
持
遺
也
と

あ
る
。
こ
〉
は
家
々
に
古
来
持
ち
伝
へ
来
た
の
を
商
す
と
云
っ
た
の
で
あ

る
」
と
注
す
る
(
『『
古
事
記
』
序
文
講
義
』)
O

『説
文
解
字
』
の
「
務
持
遺

也
L

に
基
づ
い
て
の
解
で
あ
る
。
「
造
」
を
オ
ク
ル
と
訓
ん
で
は
い

る
が
、

伝
来
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
資
持
遺
也
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
そ
う
で
は
な
い
。
詳
し
く
は
他
に
譲
る
が
(
小
稿
「
訓
話
か
ら
見
た
古

事
記
」

『古
事
記
の
現
在
』)
、
「
持
遺
也
L

は
、
持
っ
て
い
る
も
の
を
与
え
る

の
意
で
あ
る
。
段
玉
裁
注
に
は
「
周
礼
掌
皮
、
歳
終
則
会
ニ
其
財
-
資
、
注
、

予
ν
人
以
ν
物
日
ν
資
」
と
あ
る
。
引
か
れ
る
鄭
玄
注
の
「
予
」
は
与
に
同
じ
、

「
人
に
予
ふ
る
に
物
を
以
て
す
る
を
賓
と
日
ふ
」
と
い
う
こ
と
。
記
序
で
の

意
味
は
、

『戦
国
策
』
(
西
周
策
)
の
一
節
、
「
謂
=
斉
王
-
目
、
王
何
不
下
以
ν
地

ーノ、
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賓
ニ
周
田
空

以
為
中
太
子
上也
L

に
み
え
る
後
漢
の
高
誘
注
に
「
賀
、
進
也
」

と
あ
る
訓
話
に
近
い
。
た
て
ま
つ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
「
持

参
す
る
」
の
解
は
そ
れ
と
そ
う
遠
く
は
な
い
。
た
だ
、
字
義
の
決
め
方
が
、

あ
げ
ら
れ
る
用
例
を
文
脈
的
に
見
る
だ
け
で
、

訓
話
の
方
法
を
欠
い
て
い
る
。

従
っ
て
、
例
え
ば
、
新
編
古
典
文
学
全
集

『古
事
記
』
が
、
「
家
々
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
の
意
。
家
々
に
所
持
さ
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
て
み
た
と
い
う

の
で
あ
る
」
と
す
る
の
と
は
ど
う
違
う
の
か
、

明
確
で
は
な
い
。

こ
の
字
の
解
釈
の
如
何
は
、

そ
の
ま
ま

『古
事
記
』
の
成
立
論
、
殊
に
天

武
の
意
図
と
行
為
、
原
資
料
と
し
て
の
帝
紀
・
旧
辞
の
あ
り
方
に
踏
み
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
「
持
参
」
は
、
い
か
に
も
具
体
的
に
そ
の
状
況
を

描
く
。
し
か
し
、
字
義
寸
麗
進
也
」
自
体
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
が
持
参
の

よ
う
に
諸
家
の
自
発
性
を
思
わ
せ
る
(
但
し
そ
う
明
言
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
)

あ
り
方
な
の
か
、
「
集
め
て
み
た
」
の
よ
う
に
天
皇
の
側
の
能
動
的
な
出
来

事
な
の
か
は
決
定
し
が
た
い
。

こ
の
序
の
文
章
が
成
立
事
情
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
と
、
あ
ま
り
期
待

し
な
い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
の
か
。
む
し
ろ
文
飾
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

〉つ。
天
武
の
詔
の
続
き
の
「
撰
斗
録
帝
紀
」
討
斗
麗
旧
辞
こ
に
あ
る
「
撰
録、

討
襲
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
意
義
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
「
討
嘉
」
は
措
い
て
、
「
撰
録
」
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
、
陳
の
徐

六
四

陵
「
玉
蓋
新
詠
序
」
に
「
於
ν
是
、
燃
ν
脂
膜
写
、
弄
ν
筆
長
ν
書
、
撰
斗
録
艶

歌
」
凡
為
ニ
十
巻
こ
と
あ
る
。
こ
の
語
は
、
記
序
で
も
う
一
例
「
詔
ニ
臣
安

高
侶
-
撰
斗
録
稗
田
阿
礼
所
ν
諦
之
勅
語
旧
辞
-
以
献
上
者
」
と
あ
る
。
両
者
共

に
、
「
撰
L

の
意
味
を
あ
ま
り
具
体
的
に
取
ら
な
い
方
が
よ
い
。
「
撰
録
」
は
、

『史
通
』
(
採
撰
)
に
「
雄
一
コ
固
有
ニ
冊
書
-
:
:
:
私
存
ニ
撰
録
こ
と
あ
る
よ
う
に
、

撰
述
(
著
述
)
の
義
で
、
ヲ
」
と
さ
ら
に
取
捨
選
択
と
い
う
こ
と
を
導
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
右
の
「
玉
喜
一
新
詠
序
」
も
む
し
ろ
文
章
に
書
く
こ
と
を
飾
っ
た

言
い
方
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
前
述
の
解
し
方
は
、
こ
の
意
義
か
ら
は
や
や
遠

く
、
む
し
ろ
状
況
を
想
定
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
提
出
さ
れ
る

説
の
斬
新
さ
は
著
者
の
慧
眼
に
属
し
て
、
字
義
の
訓
話
に
依
る
の
で
は
な
い
。

{
子
義
に
対
す
る
著
者
の
態
度
は
、
「
請
習
」
の
解
し
方
に
よ
く
現
れ
て
い

る
。
諦
習
と
読
習
と
の
区
別
を
主
張
し
、
そ
れ
を
調
習
者
の
ヨ
ミ
と
施
注
者

の
読
み
へ
展
開
し
て
ゆ
く
。
但
し
、
阿
礼
の
「
諦
習
」
と
い
う
こ
と
が
、
小

島
憲
之
『
寓
葉
以
前
』
の
想
像
す
る
よ
う
に
、
『尚
書
序
』
の
伏
生
の
営
為

を

『尚
書
正
義
』
の
「
習
諦
」
に
そ
っ
て
積
極
的
に
重
ね
て
あ
て
ら
れ
た
も

の
な
ら
、
あ
ま
り
区
別
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
か
え
っ
て
深
読
み
に
な
っ
て
し

ま
う
。「
飾
ら
れ
た
文
章
は
必
ず
し
も
事
実
の
ま
ま
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
」

(小
島
前
掲
)
と

い
う
こ
と
か
ら
は
、
序
の
内
容
を
あ
ま
り
穿
撃
し
な
い
方
が

よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
も
一
度
は
正
確
に
読
ま
れ



る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
書
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
記
さ
れ
た
内
容
に
矛
盾
す
る

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
偏
差
は
今
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
た
方
が
よ
い

と
回
?
っ
。

四

検
討
す
べ
き
第
二
は
、
第
七
章
以
下
の
助
字
に
つ
い
て
の
所
説
で
あ
る
。

こ
こ
で
と
ら
れ
て
い
る
方
法
は
、
ま
ず
漢
文
の
語
法
と
翻
訳
を
介
し
て
対
応

し
て
い
る
例
を
基
礎
に
お
い
て
、
そ
の
訓
の
固
定
を
通
し
て
、
倭
語
の
助
詞

を
表
す
「
和
訓
字
」
が
成
立
す
る
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
古
事
記
の
中
で
「
自
H
ヨ
リ
」
は
、
中
国
古
典
語
に
も
あ
る
時

間
空
間
の
起
点
を
表
す
用
法
(
「
出
ν
自
二東
方
こ

毛
詩
郷
風
)
と
ヨ
り
が
対
応
す

る
大
半
の
例
を
基
礎
に
、
そ
の
「
自
H
ヨ
リ
」
が
倭
語
助
調
ヨ
リ
の
用
法
の

領
域
に
広
が
っ
て
、
「
自
ν
船
追
来
」
の
よ
う
な
手
段
を
表
す
、
漢
文
に
は
な

い
使
用
が
成
立
す
る
と
見
る
。
こ
の
方
法
は
、
倭
語
を
表
記
す
る
の
に
用
い

る
助
字
の
分
析
と
し
て
、
今
日
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
妥
当
な
方
法
で
あ
ろ

う
。
本
書
の
あ
げ
る
す
べ
て
の
例
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幾
っ

か
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
漢
文
語
法
の
事
例
に
つ
い
て
、
今
少
し
細
か
く
、

か
つ
柔
軟
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
乍
H
ツ
ツ
」
の
場
合
、

「自
H
ヨ
リ
」
の
よ
う
な
対
応
は
求
め
ら
れ
な
い
。
対
応
自
体
の
訓
話
は
、

山
田
孝
雄
、
小
島
懲
之
の
示
し
た

『玄
応
音
義
』
所
引
の

『蒼
額
篇
』
に
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「
乍
、
両
辞
也
L

と
あ
る
こ
と
で
十
分
だ
が
、
倭
語
が
漢
字
で
表
さ
れ
る
こ

と
の
具
体
的
な
成
立
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
「
乍
L

字
の
用
法
に
広
く
当
た

る
必
要
が
あ
る
。

小
島
も
引
く
神
田
喜
一
郎

『日
本
書
紀
古
訓
孜
設
』
に
詳

述
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
乍
」
に
は
ア
ル
ヰ
ハ
、
マ
タ
と
訓
ま
れ
る
俗
語
的
な

用
法
が
あ
り
、
「
乍
、
両
辞
也
」
の
訓
義
と
合
う
。
そ
し
て
、
「
走
乍
読
L

「
突
乍
求
」
「
為
ν
釣
乍
打
羽
挙
」
と
い
う
古
事
記
中
三
例
を
、
動
詞
に
「
乍
」

が
下
接
し
て
い
る
と
決
め
な
い
で
、
二
つ
の
動
調
の
聞
に
「
乍
L

が
置
か
れ

て
い
る
と
考
え
て
み
る
。
す
る
と
、
「
臨
ν
組
乍
不
ν
繰
」
(
文
選
謝
霊
運
詩
)
と

い
っ
た
用
例
と
現
象
的
に
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
詩
句
の
例
に
つ

い
て
、
将
趨
鴻

『敦
燈
変
文
字
義
通
釈
』
は
、
「
寧
願
ν
不
ν
繰
」
の
意
で
あ

る
と
示
し
、
助
字
「
乍
」
の
一
用
法
と
し
て
注
意
す
る
。
「
臨
組
」
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
司
に
つ
な
が
れ
な
い
こ
と
を
願
う
と
い
う

対
立
的
な
関
係
を
「
乍
」
が
表
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
神
回
前
掲
を
援
用
す

れ
h
歩
り
喰

れ
ば
、
「
寧
」
の
意
で
俗
語
的
と
言
え
よ
う
。
こ
の
場
合
一
般
に
は
「
乍
ち

縦
が
れ
ず
L

と
訓
ま
れ
て
、
「
組
に
臨
み
乍
L

と
訓
ん
だ
り
は
し
な
い
。
ま

た
そ
れ
は
、
ツ
ツ
が
漢
文
訓
読
に
ま
ず
は
用
い
な
い
助
調
だ
か
ら
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
意
味
の
取
り
方
と
し
て
、
「
:
:
:
ツ
ツ
」
に
は
或
る

自
然
さ
が
あ
る
。
「
印
の
組
み
ひ
も
を
出
さ
れ
つ
つ
も
、
司
に
つ
な
が
れ
ず
L

と
口
語
訳
す
る
習
慣
は
な
い
が
、
意
味
の
通
る
訳
で
あ
る
。
接
続
助
詞
ツ
ツ

は
、
ニ
つ
の
異
な
る
動
作
、
作
用
が
併
存
し
た
り
継
起
し
た
り
す
る
こ
と
を

ハ五
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示
し
、
二
つ
は
し
ば
し
ば
対
立
的
で
あ
る
。
ツ
ツ
の
仮
名
書
き
例
、
「
於
二
後

手
-
布
伎
都
々
逃
来
」
(
上
巻
)
で
、
剣
を
う
し
ろ
手
に
振
る
こ
と
と
逃
げ
る
こ

と
と
は
対
立
的
に
あ
っ
て
併
存
し
て
い
る
。
菟
が
和
遁
の
上
を
走
る
こ
と
と
、

数
を
読
む
こ
と
の
対
立
と
併
存
も
同
様
に
ツ
ツ
で
示
さ
れ
よ
う
。
訓
字
表
記

す
る
場
合
、
「
乍
」
の
右
の
用
法
は
ま
さ
し
く
対
応
し
て
い
る
。
逆
に
言
え

ば
、
「
走
乍
読
」
自
体
、
「
走
り
、
乍
た
読
む
」
と
い
う
構
文
理
解
を
拒
否
し

て
は
い
な
い
。
こ
れ
を
ツ
ツ
に
限
定
す
る
の
は
、
「
乗
ニ
亀
甲
-
為
ν
釣
乍
打
羽

挙
来
人
L

で
、
後
半
部
分
の
あ
ら
わ
な
和
文
形
式
が
要
請
す
る
「
乍
H
ツ

ツ
」
の
訓
み
と
、
こ
の
助
字
が
古
事
記
で
他
の
用
い
方
を
さ
れ
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
い
る
。
訓
話
の
知
識
は
必
須
だ
が
、
実
践
的
に
は
語
順
的
な
似
か
よ

り
が
漢
語
と
倭
語
を
仲
介
す
る
こ
と
を
見
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

倭
訓
の
定
着
を
見
る
こ
と
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
を

「
本
来
の
言
語
体
系
か
ら
和
語
の
言
語
体
系
に
組
み
換
え
る
こ
と
」
(
第
七
掌
)

に
倭
訓
の
機
能
が
あ
る
な
ら
、
倭
語
の
体
系
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
テ
を
表
す
「
而
、
以
」
の
使
い
分
り
(
第
八
章
)
で
は
倭
語
の

用
法
が
細
か
く
分
析
さ
れ
る
が
、
そ
の
密
度
は
必
ず
し
も
全
体
に
及
ん
で
い

な
い
。
「
乎
」
に
つ
い
て
の
論
(
第
七
章
)
で
、
「
長
寝
乎
」
の
「
乎
L

を
ヤ
に

訓
む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
と
に
ツ
を
読
み
添
え
る
限
り
、
「
:
:
:
ツ
ヤ
」

と
い
う
文
末
は
疑
問
を
意
味
し
て
し
ま
う
(
寓
葉
の
例
参
照
)
。
平
安
朝
の
物

語
の
例
に
照
ら
し
て
会
話
語
と
い
う
の
も
傍
証
と
は
し
に
く
い
。

ハ占ハ

寸於

1
」
の
構
文
に
つ
い
て
の
章
(
第
十
章
)
で
、
著
者
は
〈
前
|
宣
命
体
〉

の
段
階
と
規
定
す
る
古
事
記
の
文
字
法
の
あ
り
方
を
「
於

i
L
の
場
合
に
即

し
て
、
予
め
設
け
た
五
種
の
文
体
に
分
け
て
論
ず
る
。
文
体
は
漢
文
体
か
ら

和
文
体
ま
で
、
移
行
過
程
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
と
さ
れ
る
。
便
宜
的
な
基
準

と
断
つ
て
は
あ
る
が
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
の
過
程
の
各
文
体
の
う
ち
、

D
字
音
表
記
体
、

E
和
文
体
は
と
も
か
く
、

A
漢
文
体
他
に
つ
い
て
は
問
題

が
あ
ろ
う
。
本
書
の
中
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
正
格
な
漢
文
」
と
い
う
の

が
本
書
の
漢
文
観
を
示
し
て
い
る
。
あ
げ
ら
れ
て
い
る
例
か
ら
し
て
、
漢
代

以
前
の
古
典
諾
の
文
体
を
指
す
が
、
倭
語
を
漢
字
で
表
す
と
い
う
実
践
的
な

場
で
、
漢
文
を
そ
の
よ
う
に
限
定
し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
既

に
序
が
四
六
餅
儲
体
風
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
事
記
、
そ
し
て
上
代

日
本
語
が
対
し
て
い
る
漢
文
は
、
六
朝
以
後
の
新
し
い
文
体
の
も
の
も
含
ま

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
本
文
は
、
口
語
的
な
文
体
も
含
ん
で
、
漢
文
に
柔

軟
に
対
し
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
漢
訳
仏
典
と
の
関
係

も
そ
れ
と
つ
な
が
る
。
「
於

1
」
が
述
語
に
先
行
す
る
構
文
を
和
化
と
判
断

し
て

B
和
化
漢
文
体
と
す
る
の
は
説
得
力
が
な
い
。
こ
の
構
文
は

『世
説
新

語
』
な
ど
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
あ
げ
ら
れ
る
漢

文
例
に
つ
い
て
、

『漢
書
』
顔
師
古
注
に
よ
く
見
ら
れ
る
と
い
う
の
も
、
初

唐
期
と
い
う
時
代
に
よ
る
。
む
し
ろ
こ
の
構
文
が
漢
文
に
広
く
見
ら
れ
た
か

ら
こ
そ
、
「
C
準
和
文
体
」
と
さ
れ
る
「
於
ニ天
浮
橋
λ

字
岐
土
麻
理
」
の
よ



う
な
応
用
が
容
易
だ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
漢
文
の
語
法
を
窮
屈
に
考

え
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
「
正
格
な
漢
文
」
と
い
う
概
念
は
あ
ま

り
有
効
で
な
い
。

第
十

一
章
「
文
字
構
文
の
方
法
」
で
、
著
者
は
興
味
深
い
図
式
を
提
出
し

て
い
る
。
倭
語
の
文
と
し
て
書
か
れ
る
時
、
和
文
の
枠
が
大
き
く
あ
っ
て
、

漢
文
的
な
句
の
構
成
は
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
が
構
成
さ

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
漢
文
訓
読
が
文
と
い
う
単
位
で
よ

り
も
個
々
の
語
法
の
レ
ベ
ル
で
の
翻
訳
で
あ
る
現
象
と
表
裏
す
る
。
か
か
げ

ら
れ
る
声
の
こ
と
ば
た
る
和
語
を
文
字
構
文
に
再
組
織
す
る
と
い
う
目
的
の

も
と
で
、
ま
ず
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
法
的
な
単
位
と
し
て
の
文
の

認
識
で
あ
ろ
う
。
現
象
と
し
て
、
言
語
は
単
位
的
に
文
を
な
す
。
い
か
な
る

口
頭
表
現
も
文
で
な
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
ま
と
ま
っ
た
文
章
で
あ
る

た
め
に
は
、
個
々
の
文
に
対
す
る
反
省
的
な
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
的

な
用
務
を
記
し
た
木
簡
な
ど
に
も
そ
れ
は
見
ら
れ
よ
う
が
、
古
事
記
は
日
本

語
文
を
記
す
こ
と
で
質
的
に
も
量
的
に
も
、
八
世
紀
初
頭
時
点
で
圧
倒
的
な

資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
語
の
文
と
い
う
枠
に
、
即
ち
文
法
に
明
確
な
認

識
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
る
か
。

本
書
は
「
和
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
L

と
い
う
言
い
方
で
警
か
れ
る
以
前
で
の

西
候
勉
氏

『古
事
記
の
文
字
法
』

そ
れ
は
、
ま
ず
は
阿
礼
の
諦
習
と
い
う
相

に
お
い
で
あ
る
文
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
諦
習
と
い
う
相
の
文
と
、
阿

礼
が
自
に
し
て
い
る
記
さ
れ
た
文
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
記
す
以
前
の
レ
ベ
ル

そ
の
認
識
を
前
提
し
て
い
る
が
、

で
の
口
承
性
の
文
と
、
文
法
は
ど
こ
に
反
省
さ
れ
た
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

意
識
さ
れ
な
か
っ
た
-
謀
題
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
立
場
か
ら
は
、
天
武
朝
に
記

定
さ
れ
た
、
そ
の
時
点
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

口
承
的
な
あ
り
方
か
ら
文
章
が
そ
の
ま
ま
成
立
し
た
の
で
な
い

こ
と
が
推
定
で
き
る
と
し
た
ら
、
漢
文
を
訓
む
こ
と
か
ら
結
果
的
に
構
成
さ

れ
て
く
る
ス
タ
イ
ル
と
い
う
相
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
口
承
の

文
を
文
字
化
す
る
時
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
も
あ

ろ
う
。
古
事
記
に
口
頭
の
文
と
文
章
の
文
と
の
交
渉
の
痕
跡
を
見
る
の
は
、

具
体
的
に
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
に
道
を
聞
こ
う
と
試
み
て
い
る
。

し
か
し
、

古
事
記
の
文
字
法
と
い
う
本
書
の
テ
l
マ
は
、
単
に
書
記
法
の
問
題
の
み

な
ら
ず
、
日
本
語
に
お
け
る
文
法
の
反
省
と
い
う
新
し
い
課
題
も
私
た
ち
に

提
示
し
て
い
る
。

平
成
十
年
六
月
十
五
日

笠
間
書
院
刊

A
5
判

三
七

O
頁

本
体
定
価
八
、

八
O
O円
)

ま
さ
の
り

・
京
都
大
学
教
授
)

(
う
ち
だ

ノ、

七



i報告 j

0平成十(一九九八)年分の収支決算(第166~169号)を報告致します。

収 入 支 出

前年度繰越 1，836，363 編輯費 ・編輯会議費(原稿 750，000 

回覧費・通信連絡費 ・会

場費・会議交通費補助等)

ぷz2xh 費 4，211，240 学会開催費(通信連絡費 ・ 437，000 

講師謝礼及び交通費等)

事務費 300，000 

会費外収入 265，184 印刷費(機関誌166~169号 1，871，088 

及びポスター)

発送費 ・通信費 388，695 

消耗品費 ・手数料 141，085 

次年度繰越 1，424，919 

別途預金 1，000，000 

合計 6，312，787 合計 6，312，787 

高梁百六十七号の七十二頁に掲載されました昨年度(平成九年)の決算報告の内、
印刷費(機関誌162~1 65号)とすべき と こ ろが(機関誌154~ 1 57号)とな っており
ました。ここに訂正してお詫び申しあげます。
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編

輯

後

記

O
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
百
七
十
一
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
全
国
大
会
も
皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
?
開

催
で
き
ま
し
た
。
詳
し
い
報
告
は
次
号
に
帰
依
す

る
予
定
で
す
が
、
岩
下
武
彦
氏
を
は
じ
め
中
央
大

学
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O
今
号
の
巻
頭
に
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
の
ご
好
意

で
、
新
出
の
万
葉
集
の
断
簡
を
拘
峨
で
き
ま
し
た
。

歴
史
館
の
研
究
只
新
作
氏
に
は
、
解
説
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
興
味
深
い
断
簡
で
す
。
歴
史
館
に
は
、

こ
れ
も
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O
伊
藤
代
表
の
巻
頭
論
文
は
、
今
だ
議
論
の
絶
え
な

い
十
五
番
歌
の
深
い
「
よ
み
L

を
示
さ
れ
た
も
の
。

万
葉
歌
を
「
よ
む
」
に
は
か
く
あ
る
べ
し
と
、
後

進
に
は
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
精
進
あ
る
の
み
で

す
。
逆
に
、
知
一見
氏
の
は
山
川
新
な
論
で
す
。
今
後

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
池
川
氏
の
は
、

一
六
三
サ
の

論
の
続
編
。
宣
命
は
、
近
年
の
木
簡
の
大
詰
出
土

で
、
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ど
う
展
開
す
る

か
、
注
日
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
内
川
氏

に
は
、
示
唆
に
市
ん
だ
山
内
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
大
学
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
一
年
間
で
故
b
忙
し

い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
受
験
生
の
減
少
と
選
考

の
多
様
化
と
で
忙
し
さ
の
内
容
が
等
比
級
数
的
に

噌
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
め
げ
ず
に
、
研
究
を

深
化
し
て
い
た
だ
き
、
よ
い
論
文
会
投
稿
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
(
吃
静
彦
)

。

お

願

い

O

-

論
文

ω役
稿
、
必
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
山
一
f

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

2

作
会
伐
の
納
入
お
よ
ひ
人
会
中
込
み
は
、
そ
の

じ
ね
を
明
記

ωう
え
会
貨
を
郵
便
振
符
で
「

O
O

九

O
O
仁

-

一九

一
川
じ
市
内
来
日
1
4
E
」
あ
て

に
お
送
リ
く
だ
さ
い
。

3
h
M所
変
史

・
改
姓
宇
ー
の
U

山
山
、
上
市
北
既
刊
り

ω

納
入
守
は
、
泊
文
堂
出
版
内
必
然
学
会
引
は
仙
山
王

め
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
械
は
会
員
に
限
る
。

て
内
山
合
は
瓜
禁
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
拡
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
松
山
区
(
た
だ
し

J
到
来
片
々
」
側
は
十
枚
以
内
)

と
す
る
。

て
ワ
ー
プ
ロ
朕
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
抑制
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
附
刷
同
車
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
人
間
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
巾

し
出
が
あ
れ
ば
実
資
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
前
薬
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
創
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
け
的
と
す
る
。

一
、
常
的
薬
研
究
書

・
愛
好
者
は
誰
で
も
仲
込
み
に
よ

っ
て
会
門
以
に
タ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
民
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

税制
」
を
編
制

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
合
行
い
、

随
時
、
日
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
鎖
四
千
円
の
会
伐
(
誌
代
を
含
h
v
d
)

を
年
度
初
め
(
凶
凡
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
と
口
一
民
杉
本
三

T
H三
爵
一
=
一
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
同
町
訪
問
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八

l
O
O
ニ
ニ
)

-

』

山

F
H
J'
、。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

絹
委
員
会
に
い
り
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
白
く
。

一
、
本
会
は
名
公
会
長
を
凶
く
こ
と
が
で
き
る
。
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第

百
七
十
一
号

平
成
十
一
(
一
九
九
九
)
年
十
一
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
一
(
一
九
九
九
)
年
十
一
月
三
十
日
発
行

頒
価

て

0
0
0円

送

料

六

O
円

借
伽
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
六
口
五
)
ニ
四一回

編輯

・
発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

伊

勝

博

振
仔
O
O九
O
O
t
b
l二
九
一
凶
七

時
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

消
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

電
話
実
(
六
三
乙
六
二
六
五

発
売
所


